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研究成果の概要（和文）：アジアの沿岸域防災の深化と加速を目指し，国内外の多くの共同研究者と有意義な国
際共同研究を実施し，かなりの研究成果を上げることができた。定量的な成果指標として，合計50編に上る査読
付き論文を発表することができた点は特筆すべき成果と考える。発表論文のうち，37編は英文学術誌であり，
Science of The Total Environment, Urban Climate，Landslides，Ocean & Coastal Management などトップク
ラスのジャーナルでも研究成果を発表することができた。

研究成果の概要（英文）：With the aim of deepening and accelerating coastal disaster mitigation in 
Asia, profound international collaborative research with many domestic and international colleagues 
has been conducted. As a quantitative measure, through this research a total of 50 peer-reviewed 
papers have been published. 37 of those were published in international journals, including 
top-class journals such as Science of The Total Environment, Urban Climate, Landslides, and Ocean & 
Coastal Management.

研究分野：沿岸域防災

キーワード： アジア　グリーンインフラ　台風　高潮　津波　災害調査　マングローブ　地盤沈下

  ２版

 1.5渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
低環境負荷の海岸保全対策の研究，次世代型高潮・津波対策に関する研究，可動式防潮堤に関する研究，地盤沈
下と洪水リスクに関する研究，高潮の予測精度向上に関する研究，海岸植物を活用したグリーンインフラに関す
る研究など，広範な研究領域において数多くの成果を得ることができた。また，2017年8月マカオや香港などに
被害をもらたした台風Hato，2018年9月に同地域を襲った台風Mangkhut，2018年9月インドネシア・スラウェシ島
で発生した地すべり津波，2018年9月に近畿地方に上陸した台風21号，2019年9月に関東地方を直撃した台風15号
など期間中に発生した激甚災害を国際共同調査することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
アジアは経済成長の著しい途上国・中進国が数多く存在し，世界で最もダイナミックな変化を遂
げている地域である。その一方で災害リスクの増加が懸念される。特に，沿岸域は開発や人口流
入が自ずと進むため，自然災害の増大は避けられない。実際にここ十数年の間で，2004 年スマ
トラ沖地震・津波災害，2007 年バングラデシュ・高潮災害（サイクロンシドル），2008 年ミャ
ンマー・高潮災害（サイクロンナルギス），2011 年東日本大震災，2013 年フィリピン・高潮災
害（台風ハイヤン）など，激甚沿岸域災害がアジアで頻発している。このような大災害への備え
が必要であることは明白であるが，人口増加や経済開発のスピードに比して，防災や環境保全の
ように短期的には経済効果が見えにくい事業への投資はどうしても後手に回ってしまう。本研
究では，このような背景を踏まえて，アジアの沿岸域防災研究を連携的に深化・加速するため，
日本，ベトナム，フィリピン，インドネシア，タイの５カ国の共同研究者からなる広域的な国際
共同研究を推進する。いずれの国も沿岸災害常襲国で，各々東京，ホーチミン，マニラ，ジャカ
ルタ，バンコクという人口８百万人を超すメガシティーを抱えており，どの都市も低平地に広が
っているため，沿岸域災害リスクが極めて高い。例えば，Swiss Le が 2013 年に発表した世界
高潮リスクランキングでは，全ての都市が 10 位以内に入っており，人命を守り，都市の健全な
経済発展に資するための研究をしっかりと進める必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，アジアの沿岸災害常襲国の研究者が協働することで，①災害リスクの検証，②有効
な対策工法の創出，③研究成果や知識の共有化の 3 本柱からなる共同研究を推進する。特に，
以下の取り組みに力を入れた。 
 
Ａ．安価で低環境負荷の海岸保全に向けた工学的研究 
開発途上国では財政的制約のため，防災への投資が決定的に不足している場合が一般的であり，
日本のような集中的なハード対策を実施できる例は非常に稀である。本研究では，現地の経験と
工学的知識の融合化を図り，安価で低環境負荷の防護対策についての研究を推進するため，各国
の研究者と協力していく。このため，ベトナム，インドネシアで，簡易海岸保全対策の実例につ
いて現地調査した。開発途上国の財政的な制約を考慮し，さらに環境，風土，文化を重んじた防
災対策を創出するため，ローカルに入手できる資材・資源を活用した簡易的で安価な堤防や防波
堤などを検討した。 
 
Ｂ．大都市における高潮対策に関する研究 
本研究では，開発途上国の大都市の狭小空間においても適用可能な浮上式防潮堤という新たな
技術を共同研究した。これは港や河口などに設置し，津波や高潮が発生した際に，直前に海底よ
りゲートを浮上させて海水の進入を遮断する技術である。実用化にはまだ多くの課題が残って
いるが，世界には台風に伴う高潮や海面上昇，地盤沈下に伴う洪水などで日常的に悩まされてい
る地域が数限りなくあるため，そのような場所に将来この技術がいかすため研究開発をさらに
進めていく。 
 
 
３．研究の方法 
 
現地調査，実験，数値解析，住民インタビューなど各種方法 
 
 
４．研究成果 
 
新型コロナの影響を大きく受け，研究期間の半分以上の期間で海外への渡航が厳しく制限され
たため，当初予定していた計画の全てを遂行できた訳ではない。しかし，アジアの沿岸域防災の
深化と加速を目指し，国内外の多くの共同研究者と有意義な国際共同研究を実施し，かなりの研
究成果を上げることができた。定量的な成果指標として，合計 50 編に上る査読付き論文を発表
することができた点は特筆すべき成果と考える。発表論文のうち，37 編は英文学術誌であり，
Science of The Total Environment, Urban Climate，Landslides，Ocean & Coastal Management，
Scientific Reports などトップクラスのジャーナルでも研究の成果を発表することができた。
アジアの多くの国々は防災への投資が決定的に不足している場合が多い。本研究では現地の経
験と科学的な知識の融合化を図ることで，安価かつ低環境負荷の防護対策を研究開発すること
を目的として，国内外の研究者と共同研究を行い，着実な成果を上げることができた。 
 
森や林がもたらす災害緩和機能に近年注目が集まっており，生態系防災やグリーンインフラと
呼ばれているが，期待先行的なところもありその性能は十分に明らかになっていない。本研究で



は，これに関する研究として，マングローブ林の防潮効果についての成果（Sustainability，
Natural Hazards and Earth System Sciences），開発途上国などで実践されている木杭や蛇篭
などコミュニティー主体の簡易海岸保全対策の科学的効果の検証についても成果を出すことが
できた（Journal of Coastal Conservation）。 
 
その他にも，過密な沿岸都市における次世代型の高潮・津波対策に関する研究や，港口の可動式
防潮堤に関する研究（Ocean Engineering），アジアの地盤沈下と洪水リスクに関する研究（Urban 
Climate），台風や高潮の予測精度向上に関する研究，台風の特徴抽出・類型化に関する研究
（Georisk，Journal of the Meteorological Society of Japan），新たな高潮予測指標に関する
研究（Scientific Reports）など自然災害の物理的インパクトの研究に加えて，避難警報の発令
や伝達手段（Georisk），避難行動に関する調査（International Journal of Disaster Risk 
Reduction），コミュニティーレベルの災害脆弱性を定量化する研究（Ocean & Coastal 
Management），脆弱な海岸堤防が老朽化や偶発的な事故により破堤するリスクや洪水流の人体へ
の危険性を定量化するための研究（Natural Hazards and Earth System Sciences）などにもチ
ャレンジし，本研究課題を通じて研究領域がかなり広がったことも大きな成果である。 
 
また，海外においては，2017 年 8 月マカオや香港など中国南部に大きな被害をもたらした台風
Hato，2018 年 9 月に同地域を襲った台風 Mangkhut，2018 年 9 月インドネシア・スラウェシ島，
同年・同国ロンボク島で発生した 2 つの津波災害，国内においては，2018 年 9 月に近畿・四国
地方に上陸した台風 21 号(Jebi)，2019 年 9 月に関東地方を直撃した台風 15 号など，研究期間
中に発生した甚大な台風災害・津波災害を国際共同研究の一環として調査を行うことができた。
また，Coastal Engineering Journal(IF=3.289,2021 年)において，"Coastal Disasters in Asia: 
Forecasting, Uncovering, Recovering, and Mitigation"を企画し(Guest editors: Takagi H. 
and Heidarzadeh M.)，研究期間最後の 2023 年 3月に特集号 Volume 65, Issue 1 として発刊す
ることができた。 
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